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平成30年千葉市教育委員会会議第3回定例会
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議案露8号参

教育支援課、

1 国の状況

．「いじめの防止のための基本方針」公表（平成25年11月）

･ ｢いじめの防止のための基本方針」改定（平成29年3月）

．「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」公表（平成29年3月）

単

2本市の状況

．「いじめ対応マニュアル」公表（平成26年3月）

．「学校いじめ防止基本方針策定の手引き」 （平成26年3月）

．「千葉市いじめ防止基本方針」公表（平成28年3月）

3本市の改定について

（1）千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調査委員会

F第1回（平成29年6月7日） 「千葉市いじめ防止基本方針（改定案）」についての検討

･第2回（平成29年10月4日） 「千葉市いじめ防止基本方針(改定案）」についての検討

・第3回（平成30年2月7日） 「いじめ対応マニュアル（改定案）」についての検討

・関係課への意見聴取（平成29年8月～9月） ．

（2）今後の予定

・平成30年3月 公表各学校へ周知

4改定の方針

（1）国の基本方針の改定部分については、全てを本市の基本方針に反映させるのではなく、具

・ 体の例示等は、本市教育委員会が策定している「いじめ対応マニュアル」と「学校いじめ

防I卜基本方針策定の手引き」に反映する。

（2）国の基本方針が3年に1度見直しが図られることを踏まえると、本市の基本方針を頻繁に

改定することを原則避けるために、記載内容については恒久的な内容を主とする。

（3）その時々の社会の要望で変更等を余儀なくされる内容については、できる限り参考・参照

資料としての「いじめ対応マニュアル」や「学校いじめ防止基本方針策定の手引き」に反

映する。 ．

（4）重大事態への認知や対処については、国が策定した「いじめの重大事態の調査に関するガ

、 イドライ.ン」によるものとし、原則として、本市の基本方針に新たに盛り込むことはしな

いが、必要に応じて修正は行う。
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5主な改定内容

屯

訂

※表中のページは、市の改定案のページを示す。

※本冊の網掛けが、改定部分

〆

5参考

【千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調査委員会】

・千葉大学教育学部教授 保坂亨（委員長）
今

･淑徳大学総合福祉学部教授黒川雅子（副委員長）

･精神科医 岩崎弘一

･弁護士 永嶋久美子

･学校危機管理アドバイザー星幸広

【教育委員会参加者】 ．

･教育次長 ・学校教育部長 ・学事課長 ‘･教育指導課長 ・教育支援課長

･保健体育課長 ・教育センター所長 一・養護教育センター所長

．「事務局」教育支援課主任指導主事、指導主事

可

2‐

国の基本方針の改定ポイント 市の基本方針等の改定ポイント

○いじめの定義の解釈の明確化 ●けんかやふざけ合いであっても、背景にある事情の調

査を行った上で、いじめの認否を行うよう言及。 【2ペ

－ジ】

○学校基本方針の実施評価 、 ●学校基本方針に基づく取組の実施状況を評価し、取組

の改善を図ることを追記。 【9ページ】

※具体的な対応は、本市の．｢学校いじめ防止基本方針策

定の手引き」に反映する。

○学校のいじめ対策組織の実効化 ●学校対策委員会の具体的な役割を整理。【9～10ペー

ジ】

※具体的対応は、本市の「いじめ対応マニュアル」に反

映する。

○いじめの情報共有の徹底

÷ 4－月凹伊

●特定の教職員が抱え込むことなく、速やかに校内組織

に報告することを明記。 【13ページ】

※具体的な対応は、本市の「いじめ対応マニュアル」に

反映する。

,○いじめの「解消」の定義の詳細化 ●解消の2要件を明記。 【12～13ページ】

○重大事態への対応 ●いじめを受けた児童牛徒や保護者か．ら．、重大事態の申

し立てがあった場合は､･速やかに調査等を行うことを明

記。 【15ページ】

○特に配慮が必要な児竜牛徒（発達障

害、帰国子女､LGBT､震災･原発避難）

への配虐

※社会情勢等を踏まえた具体の対応として、本市の「い

じめ対応マニュアル」に反映する。
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(WP2～4) ※以下｢法｣は｢いじめ防止対策推進法lを指す6

1 いじめの定義と理解

いじめの定義は、法第2条において次のとおり規定されており、本市はこれを踏まえて取り組むものとする。

対して、当該児重唱

う心理的又は物理E

行為の対象となっ7

弓章又は牛待をい号

識に在籍L

える行為（イ

ョの苦痛を辰

'α)」ご｜
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2 いじめの防止等の対策に関する基本理念

(1)学校の内外を問わず、いじめが行われなくなるようにしなければならない。

(2) 「いじめは決して許されない」という認識のもと､児斎牛徒の活動を通し､いじめ防止を浸透させていく。

(3)学校、家庭、地域等の関係者の連携の下、いじめの問題を刺艮することを目指す。

(4)相談体制を整備するとともに、早い段階から組織で対応する。

． (5)いじめられているとの認識力弱かつたり、自分の気持ちをうまく伝えることが苦手な特別に配慮を要す

る児童牛徒に十分に留意する。 ． ．

3 「市…t」における学校の範囲等

市教育方罫における｢学桷は､千葉市立小学校設置条例､千葉市立中学校設置条例､千葉市立高等学校
設置条例、千葉市立特別支援学校設置条例に規定された学校とする。また、「児童生絢は､千葉市立学校に

在籍する児童又は生徒とし、「保護割は、児童牛徒の親権を行う者とする。

(本編P4～1 9)
1． 千葉市及び学校が実施する施策

9 1

3

千葉市 学校

組 ′織

千葉市いじめ問題対策連絡会

千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調査委員会

千葉市いじめ等調杏委員会

･学校対策委員会

(いじめの防止等の対策のための組織）

主
な
取
組

未然防止

早期発見

対処

錐･鱸と0鑑

関係機関

保護者等への啓発活動

教職員に対する研修

道徳や体騎舌動等の教育活動

相談体制の充実等

学校における未然防止の取組の点検

いじめに関する通報及び相談窓口

いじめ対応マニュアルの配布・配信

ネットいじめへの対策等

･学校生活支援員等の派遣

･SC及びSSWの派遣

･学校相互間の連携協力体制等｝

･P.TAや保護者会、育成委員会等との連携

･学校支援地域本部や放課後子ども教室等との連携

｡明るい学校づくり推進週間の設定等

･千葉県皆察､市健全育成課､市児童相談所､市青少年

サポートセンター等との連携による指導助言

･児童牟待が主体となった活動

･学佼教育活動全般を通じた豊かな心の育成

d校内研修の充実等

･組織的な情報集約

・日常的な実態把握(観察､生活記録

ノート、アンケート調査等）

･相談体制の充実等

｡いじめへの組織的対応

･多方面からの情報収集と事実確認

･家庭への連絡相談と関係機関との連携

｡いじめがH鞘肖している｣状態の要件等

･保護者等との共催による説明会等の実施

･学校だより等による家庭への広報啓発

･地域関係者からの情報収集等

･教育委員会をはじめ関係機関との連
廿匹勺 、一ー” 五 一一カ P B-
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2重大事態への対処

（1）重大事態の意味

法第28条第1項において、次に掲げる場合を重大事態としている。
の牛筒詩 』1.苅身画ﾉ”セムよりヨ同

鋤るとき。

>めにより当言

】がおるシ認孜

の期間…穿欠屑

(2)重大事態の調査

ア重大事態の報告

法第30条第1項に基づき、学校は､重大事態力澆生した場合には､直ちに市教育委員会に報告し、市

教育委員会はこれを市長に報告する。

イ重大事態の調査組織

（ア）学校が主体となって調査を行う場合

「学校いじめ防止基本方釦において学校内に設置さｵTている嘩対策委員会｣を母体として､学

校職員以外の委員を加えるなど志校長が設置した調査組織が調査する。 ←
（イ）市教育委員会ｶﾐ主体となって調査を行う場合

・ 学校主体の調査では､.重大事態への対処及び同種の事態の再発防止に十分な結果が得られないと、市

・ ‐教育委員会力畔ﾘ断した場合は､市教育委員会事務局内の職員等で構成する調査組織が調査する5－

（ｳ）「千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調査委員会〕が主体となって調査する場合 ．

学校及び市教育委員会事務局が主体となって調査を行った場合の…果では、重大事態への対処及

・び同種の事態の再発防止に十分な結果が得られないと、市教育委員会力判断した場合は､市教育委員会

からの諮問により調査する。 ，

(3)実施する調査の内容

重大事態に至る要因となったいじめ行為が、いつ（いつ頃から)、誰から行われ、どのような態様であった

か、いじめを生んだ背景事情や県竜牛徒の人間関係、学校・教職員がどのように対応したか等の事実関係を

明確にする。

(4)その他の留意事項

市教育委員会は、学校と連携の上、義務教育段階の児童牛徒に関して、出席停止措置や、いじめられた児

童牛徒又は保護者力端望する場合には､就学後の指定の変更や区域外就学等の弾力的な対応を検討する。

市教育委員会及び学校は､児童牛徒や保護者への心のケアや落ち着いた学校生活を取り戻すための支援、

情報発信、個人のプライバシーに配慮する。

(5)調査結果の提供及び報告

いじめを受けた児童生徒やその保護者への適切な情報提供をするとともに、市長に調査結果を報告する。

（鐸30鍋

(6)調査結果の報告を受けた市長による再調査及び措置 、

市長は､重大事態への対処又は当該重大事態と同種の事態の発生の防止のため必要があると認めるときは、
「千葉市いじめ等調査委員会｣による再調査を行い、その結果を市議会に報告する。さらに、重大事態の発

向

生の防止のための必要な措置を講ずる。（法第30銅

I

ﾗ

…詞(本編P20)
l市教育委員会は、毎年、いじめの防止等のための対策の蔀伏莎蒔の資料を｢千葉市教育委員会いじめ等

の対策及び調査委員会lに提出し､･点検を受け､各種施策の改善を進める。

2市基本方針は、 I千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調査委員会｣･によるいじめ等のための対策の実態分

析等に基づき、改善のための見直しを行う。

4､



議案第9号関係参考資料

I

千葉市教育委員会組織規則等の一部改正について

（議案第9号）

教育総務部教育職員課

教育総務部総務課

学校教育部保健体育課

1 議案の趣旨

平成30年4月1日付け組織改正に伴う所要の改正を行うほか､規定の整備を図る

ため、一部改正を行うものである。．
q

2議案の概要

（1）千葉市教育委員会組織規則の改正

ア公民館への指定管理者制度導入

平成30年4月1日から公民館に指定管理者制度を導入することに伴い、公益

財団法人千葉市教育振興財団が公民館を管理運営することから､公民館に関する

記載のある事務分掌等、所要の改正を行う。

イ学校給食センターの見直し

新港学校給食センターを第2類の教育機関から第3類の教育機関とすること

により、 3センターの経理処理を保健体育課において一元化し、事務処理効率の

向上を図るため、事務分掌等、所要の改正を行う。 ．

（2）千葉市教育委員会公印規則の改正

平成30年4月1日から公民館に指定管理者制度を導入することに伴い、公民館

における公印を廃止する。

（3）千葉市学校給食センター運営委員会規則

平成30年4月1日付け組織改正に伴い、附属機関である学校給食センター運営

委員会における庶務担当を、新港学校給食センターから保健体育課へ改める。

3施行年月日

平成30年4月1日

5
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新旧対照表（千葉市教育委員会組織規則の一部改正）

6

改正前 改正‘後

第1条～第16条（略）

(事務分掌）

第17条前条に規定する内部組織の事務分掌

は、次のとおりとする。

教育総務部

総務課・企画課（略）

教育職員課

(1) .（2）（略）

(3) 職員の任免、分限、懲戒、服務そ
』

の他の人事に関すること。

(4) ．（5）（略）

(6) 職員の勤務時間 その他勤務条

件に関すること。

(7)～（14） （略）

学校施設課（略）

学校教育部

学事課・教育指導課（略）

・ 教育支援課

(1)～(7) (略)'

(新設）

(8)～（9） （略）

保健体育課

(1)～(15) (略）

(16） 独立行政法人日本スポーツ振興

センターの災害共済給付

(17)～(21) (略）

(新設）

に関すること。

(22） 学校給食費の公会計

に関すること。

(新設）

(新設）

第1条～第16条（略）

(事務分掌）

第17条前条に規定する内部組織の事務分掌 ，

は、次のとおりとする。

教育総務部

総務課・企画課（略）

教育職員課

(1) ．(2) (略）

(3) 職員の任免、分限、懲戒 そ

の他の人事に関すること。

(4) ．（5）（略）

(6) 職員の勤務時間、服務その他勤務条

件に関すること。

(7)～(14) (略）

学校施設課（略）

学校教育部

学事課・教育指導課（略）

教育支援課

(1)～(7) ．(略）

(8) 特別支援学級及び通紐指導教室の配置や

開設等に関すること。

(9)～(10) (略）

保健体育課

(1)～(15) (略）

(16） 独立行政法人日本スポーツ振興

センターの災害共済給付 に係る共済

掛金の徴収及び給付に関すること。

(17)～(21) (略）

四
一
’

四

学校給食センターの予算及び経理

に関すること。

学校給食費の徴収（学校給食セン

ターの所管に属するものを除く。 ）

に関すること。

(24） 賄材料の調達（学校給食センター

の所管に属するものを除く。 ）に関

すること。

(25） 学校給食センター運営委員会に

関するこ上ハ
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新旧対照表（千葉市教育委員会組織規則の一部改正）

、

凸

一室
： ｜博物館 ｜（略）

青少年センター

学館

7

改正前 改正後

,(23)～(26） （略）

(271 新港学校給食センターとの連絡

及び調整に関すること。

生涯学習部

生涯学習振興課

(1)～(10) (略）

(新設）

（11） . （12）（略） ．

(新設）

(13） 千葉市公民館設置管理条例(昭和
－

44年千葉市条例第23号)別表第3に

掲げる公民館(以下「第2類の公民

館」という。 ）及び青少年センター

'との連絡及び調整に関すること。

u4L･ (15) _KMS)
文化財課

(1)～(9) (略）

(10) 加曽利貝塚 公園の財産管

(教育機関）

理に関すること。

宮20条教育機関(学校を除く。）は、これを次

のように分類する。

種別

華
一
識

所管

(略）

(略）．

保健体育課

(略）

(略）

教育機関名称

(略）

養護教育センター

新港学校給食セ

ンター

図書館（中央図書

館を除く｡以下｢第

2類の図書館｣ ,と．

いう。 ）

二

壷ク座百〃､"､犀舘

(26)～(29） （略）

(30） 学校給食センターどの連絡

及び調整に関すること。

生涯学習部

生涯学習振興課

(1)～(10) . (略）

(11) 公民館運営審議会に関すること。

(12） 。 （13） （略）

(14）・公民館に関すること。
一
”
’

〃

青少年センター

との連絡及び調整に関すること。

(16） .（17）（略）

文化財課

(･1)～(9) (略）

(10） 加曽利貝塚縄文遺跡公園の財産管

教育機関）

理に関すること。

唐20条教育機関(学校を除く。. ）は、 これを次

のように分類する。

種別

鍛
一
鑑

|博物館 ’ （略） ’

教育機関名称 所管

(略） (略）

垂瑳認月 Lニノシー

(削る）

図書館（中央図書

館を除く6以下｢第

2類の図書館」と

いう。 ）

(略）

(削る）

(略）

(削る）

(削る）

青少年センター

(削る）

(略）



新旧対照表（千葉市教育委員会組織規則の一部改正）

改正前 改正・後

第3類

{公民館）

’ 学校給食セン、新港学校給食セ
ター（新港学校

ンター
給食ヤンター

(略）

左欄に規定する公民

館と同一の区に所在

する第2類の公民館

宮21条第2類の公民館の所掌事務は、次のと

おりとする。

(1) 館の庶務に一関-すること。 ‐

(2) 所管する第3類の公民館の庶務(第3類

の公民館の所管するものを除く。）に関す

ること。

臼
田

及び総合調整に関すること。

(5) 区全体を対象として実施する公民館の

事業の計画及び実施に関すること。

(6) 公民館運営審議会に関すること。

(7) 所管する第3類の公民館との連絡及び

調整に関すること。

(8) ‐所管する第3類の公民館の主管に属し

ない事項に関すること。

2 第3類の公民館の所掌事務は、次のとおり

とする6

(1) ．館の庶務に関すること。

(2) 社会教育法第22条に規定する事業に僕

すること。

(博物館）

第22条(1)～(6) (略）

(7) 加曽利貝塚 公園の維持管理に関すそ

を除く。以下

｢第3類の学校

給食センター」

という。 ）

埋蔵文化財調

査センター

一
一
一
曲

第3類

輩……

君21条（削除）

1

(博物館）

二一一三垂＝ 一■ 可＝ 一F ﾜロ ロ

､

第22条(1)～（6） （略）
■

(7） 加曽利目塚細官摺跡公固の維持管理I<戸閏する、

埋蔵文化財調

査センター
(略）

(削る）
ID

(削る）



新旧対照表（千葉市教育委員会組織規則の一部改正）

改．正前 改正後

こと（加曽利貝塚博物館に限る。）。

第23条～第24条 （略）

(学校給食センター）

第25条逝童学校給食センターの所掌事務は、

次のとおりとする。

(1) (略）

(2) 学校給食センターの予算、決算等のと

りまとめに関すること。

(3) 給食費の徴収に関すること。

(4)～(10） （略）

(11） 学校給食センター運営委員会に関す

ること｡

(12） 第3類の学校給食センターとの連絡

及び調整に関すること。

‐ ‐(13） 第3類の学校給食センターの主管に

属しない事項に関すること。

2 第3類の学校給食センターの所掌事務は、

次のとおりとする。

(1) センターの庶務に関すること。

(2) 給食費の徴収に関すること。

(3) 施設設備の維持管理に関すること。

(4) 食数に関すること。

(5) 栄養及び献立に関すること。 ‘

(6) 賄材料の調達及び検収に関すること。

(7) 調理業務に関すること。

(81 配送に関すること。

(9) 衛生管理に関すること。

(教育センター）

第25条の2 （略）

2 前項の内部組織の所掌事務は､.次のとおり

とする。

総務室

(1)～(6) (略) ･

(7) 情報教育ネットワーク

(8)"､L(11) (略）

学校支援室

(1)～(6) (略）

に関すること。

こと（加曽利貝塚博物館に限る。）。

第23条～第24条 （略）

(学校給食センター）

第25条 学校給食センターの所掌事務は、

次のとおりとする。

(1) (略）

(削る）

_l2L学校給食費の徴収に関すること。

(3)～(9) （略）

(肖l1る）

(削る） ’

(削る)… ‐_‐ ‐・ ．

(削る）

(教育センター）

第25条の2 （略）

2 前項の内部組織の所掌事務は、次のとおり

とする。

総務室

(1)～(6) (略) .

(7) 情報システム（他の部、課等の所管

に属するものを除く。 ）

(8)～(11) (略）

学校支援室

に関すること。

(1)～(6) (略）



4

胃T旧対照歪（千葉市封若 1識規則の一部融

10

改正前 改正後

(7) 遷営研修に関すること。

(8)～(14) (略）

君25条の3～第36条（略）

(職の設置）

君37条第20条の教育機関に次の職を置く。

2～4 （略）

宮38条～第57条 （略）

付則

l｣表(第28条、第37条、第38条関係）

課

教育職員課教職員担当課長

r′

担当事務

第17条教育

総務部教育

職員課の事

務分掌第3

号、第6号、

第7号、第10

号及び第1 l
号に規定す

る事務（教職

職名

(7) 喜門研修に関すること。

(8)～(14) (略）

君25条の3～第36条（略）

(職の設置）

君37条第20条の教育機関に次の職を置く。

教育機関名称

教育センター‐ 、
～

養謹教育センター

(削る）

第2類の図書館

(削る）

青少年センター･博物

館 ，

、学校給食セン

ター

埋蔵文化財調査セン

･夕・一

(削る）

2～4 （略） ．

息38条～第57条 （略）

付則

1I表(第28条、第37条、第38条関係）

課

…教育職員課 第
総
職
務
第
号
る

、

条
部
課
掌

７

１

務

員

分

7号

及び

に規

事務

教育

教‘青

の事

第11

定す

(教職

職

(略）

(削る）

(略）

(削る）

(略）

(略）

(略）

(削る）

職名 担当事務



、C

新旧対照表（千葉市教育委員会組織規則の一部改正）

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

この規則は、平成30年4月1日かち施行する。
h

11

改正前 改・正後

学校施設課

～

生涯学習振

興課 ‘

文化財課

中央図書館

管理課．

(略）

特別史跡推進担

当課長

員に関する

ものに限

る。）並びに

同事務分掌
I

第12号及び

第13号に規

定する事務

に関するこ

と 。

(略）

加

曽利貝塚の

特別史跡の

指定に向け

た事業の推

進に関する

こと。

(略）(略）

学校施設課

～

生涯学習振

興課

文化財課

中央図書館

管理課

/
員に関する

ものに限

る。）並びに

同
謹

事務分掌
クニ_篭3

『

！
号、第‘10号、

第12号及び

第13号に規

定する事務

に関するこ

と。

(略） (略）

特別史跡推進担

当課長

特別史跡加

曽利貝塚に

係る

事業の推

進に関する

こと。

(略） (略）



1

新旧対照表（千葉市教育委員会公印規則の一部改正）

12

改正前 改正後

千葉市教育委員会公印規則

鳶1条～第16条 （略）

ﾘ表第1．（第3条関係）

一般公印

ア事務局用公印 （略）

イ・教育機関用公印

第1号～第8号 （略）

第9号公民館印

(20ミリメートル平方）

第10号公民館長印

(20ミリメートル平方）

第11号～第24号 （略）

専用公印 ． ．

ア事務局用公印 （略） ．

イ教育機関用公印

第1号～第4号 （略）

第5号公民館専用教育委員会教育長印

(20ミリメートル平方）

第6号～第8号 （略）

III表第2 (第5条関係）

一般公印

1

ア事務局用公印 （略）

イ教育機関用公印

－審喜司一ﾃ茗蒜司~圃藪~「葆菅雪
(略）

笛O二・ み、巳合吉F、 47個 公民館長

千葉市

○ ○

公民館印

千葉市

○ ○

公民館長印

OO公民館

千葉市教育委
員会教育長印

専 、 用

千葉市教育委員会公印規則

嵩1条～第16条 （略）

ll｣表第1 (第3条関係）

一般公印

ア事務局用公印 （略）

イ教育機関用公印

第1号～第8号 （略）

(削る）

（削る）

第9号～第22号 （略）

｜ 専用公印

ア事務局用公印 （略）

イ教育機関用公印

第1号～第4号 （略）

(削る）

第5号～第7号 （略）

)ﾘ表第2 （第5条関係）

一般公印

ア事務局用公印 （略）

イ教育機関用公印

－蕃喜一F茗蒜一下圃藪-1~葆菅琴
(略）

（削る）

(削る）

第9号～

第22号

(略）(略） (略）



備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

． 附則

----､どの訓令は、平成30年4月1日から施行する。0年4月1日から施行する。 凸一子Lー

』

』

1

｝

1
｣

13

I 専用公印 、

ア．事務局用公印 （略）

イ教育機関用公印

番号

(略）

第5号

1

巨
言
ロ
言

６
－
８
’

第
第

へ

名称 使用範

囲

ウー補助執行用公印 （略）

叢式第1号～様式第6号 （略）

個数 保管者

公民館

長

(略）

公民館

専用教

育委員

》
罰

公民館

》
謎
一
轆
轄

47個

(略） (略） (略）

l 専用公印 ．

ア事務局用公印 （略）

イ教育機関用公印

霊
一
噸

（削る）

号
号

５
－
７
’

第
第

へ

ウ補助執行用公印 （略）

叢式第1号～様式第6号 （略）

,保管者

(略）

名称． 使用範

囲

個数

(略） (略） (略）



#）
I

千葉市学校給食センター運営委員会規則の一部改正について

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則 一

この規則は、平成30年4月1日から施行する。

"

14

現行 改正案

第1条～第4条（略）

(運営委員会の庶務）

第5条運営委員会の庶務は､給食センター
において処理する。

第6条（略）

第1条～第4条（略）

(運営委員会の庶務）

凸向

第5条運営委員会の庶務は、学校教育部保健体育課

において処理する。 ‘

第6条（略） ‐

一 F誇



千葉市立小学校及び中学校管理規則等の－部改正について

（議案第10号）

教育総務部教育職員課

1 議案の趣旨

市立学校からの定例報告について、報告方法を見直し、業務を簡素にするほか、規

定の整備を図るため、一部改正を行うものである。

2議案の概要 ．

（1）千葉市立小学校及び中学校管理規則の改正 ，

組織編制及び職員の勤務状況の報告方法を改める。
、

（2）千葉市立高等学校管理規則の改正

組織編制及び職員の勤務状況の報告方法を改める。

（3）千葉市立特別支援学校管理規則

・組織編制及び職員の勤務状況の報告方法を改める。

3施行年月日

平成30年4月1日



ト

千葉市立小学校及び中学校管理規則（昭和39年千葉市教育委員会規則第1号）新旧対照表

口
交及び中字校管理規損

昭和39年3月

桑～第39条 （昭
う

（服務報告）

第40条 （略）

第41条～篭46条 （僻

（ 報告）

第47条校長は、

教育委員会に報筈

しなければならない。

職員の勤務状折

教育委員会に報告

い。 、

48条皮ひ第49条 （岬

■

0

割
■
副
叉
■
は
カ
ウ
コ
外
■ ’ I

’ ’

16

改正前 改正後

○千葉市立小学校及び中学校管理規則

昭和39年3月11日

I

教委規則第1号

第1条～第39条 （略）

(報告）

第4,0.条 （略） ,

第41条～第46条 （略）

(定例報告） ．

第4．7条校長は、4月10日及び10月15日現在

における児童生徒数､学級数及z職員数等を組織編

制報告書（別記第9号様式）により、それぞれ4月

]● 6日及び10月2－0日までに

しなければならない。

2校長は、

教育委員会に報告

各学期ごとの職員の勤務状況を職員の勤’

務状況報告書（別記第10号様式）により、前期分

にあっては10月25日まで､後期分にあっては4

月5 日までに教育委員会に報告しなければならな

い。

第48条及び第49条 （略）

許

第1号様式～第8号様式 （略）

第9号様式
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巳■■■■⑧■
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1口l具I■1日l生l生l■l■1日1回l■I■l■1日I■I臣【■l亭『ゥl淵I■I民ﾛ■I園IエI工生l■l■1日1回l■l■l■1日I■I臣【■l亭IゥlH1口l具I■1日l生l生l■l■1日1回l■I■l■1日I■I臣【■l亭『ゥl淵生l■l■1日1回l■l■l■1日I■I臣【■l亭IゥlH ;|:|;|州|:|:|:|；ll
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第10号様式
儀式■10号

（削除）
－

、

■邑品■■槙艮価昏■

午月 日

争佼

回

I偽て鋤千■由牡官孟■令

色

立
畦

市因
艮

千
校

､

このことについて． 繭分垂下Eのと⑥りn部唯L宝すり

鹿

○

f

』

レ ー ロニ － F

第1‘ 1号様式ユ （略） 第11号様式 （略）

,』

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則 ． ．

この規則は、平成30年4月1日から施行する。

』

』
､

I
』
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』
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］
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’

［
判
別
一
一
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Ｎ
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一
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膳
日
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凹
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分
一
一
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唾
罷
匪
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函
蝿
一
一

欠
助
日
・
時
風
ワ
分
一
一

二

Ｗ
は
日
Ｄ
再
間
口
分
一
一

！
二

二
日日ゴロp
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にゴFt仁。ロロロロ二tロロ

一'一
ロロヒゴヒ



千葉市立高等学校管理規則（昭和39年千葉市教育委員会規則第5号）新旧対照表 一

凸

倖

斗・群目6

’ ’ 口
なければならない。 。 ‘

『

古

第7（）条 （鵬

弓～様式篭6号 （鵬 3号‘ （畔

18
’

改m前 改正後

〕千葉市立高等学校管理規則

君1条～第56条 （略）

(服務報告）

昭和39年5月18E

君57条 （略） ，

教委規則第5長

君58条～第60条 （略） ． ．

(定例報告）

g61条校長は、次の表の左棡に掲げる事項につ

いてそれぞれ当該中棡に掲げる期日までに、教育

委員会に報告しなければならない。

副長ユ

h

卒柔(修了)距定の状況
1

‘入学許可の状況

一

（鯛る）

4月1日陣47委軍3項の短

宝による卒粟の配定につ

いては、 当該狸定後10日

以内）

4月10日I奮28曇の2舅1項

及び同曇掌3項の投宗によ

る入学の許可について

は、当咳許可後10日以内）

2日21口

【剛る〕

（画る〕

像式第9号

号
号

０
１

第
第

式
式

厳
厳

（報告）

「

FR1全のっ坊』三F+旧害醍拝勤箏皿粘丞プベ曄

員数を教育委員会に報告しなければならない。

鬘市立高等学校管理規則

袋～第56条 （略）

服告）

7条 （略）

8条～第60条 （略）

定例報告）

昭和39年5月18日

教委規則第5号

1条校長は、次の表の左欄に掲げる事項につ

でそれぞれ当該中欄に掲げる期日までに、教育

ﾖ会に報告しなければならない。

‐
》
》

8月5a.
1月10日．

4月5日

4月旧惇47曇室芝項据拝

L春夫没7K章76冬の短宝に
よる卒粟の認定について

は、当該認定後10日以内）

1日#1円

桟式筑8昼

厳式第9号

採式鋪10号



I

子

様式第7号 、
■丈昂7号

凪観田圃岨宙客

いて魁千■宙角冑昏日会

干寅な立 白巴午睦量

このこと‐いて■ 月 日戸陣F■け\■■画引E下田のとおﾛ■白し主す.‘

（削除）

早 月 日

回

田

丹

日l 何

時

● 佳争中…つ ■申で駒婦I)ぬよう阻包T呂臣とﾛ

11柵I職I鵬獅鱸I
ー

様式第 8号 （削除）

嘩式堀8号

囲員の勤碕状況組告香

年月 日

千塁市立 高等学佼

校長低名1 画

Iあて冠千露市紋育要目会

ノ

このことについて、 期分を下記のとおり紐告いたします．

記

岳

､

『
■

Ｆ
卜

様式第9 号～様式第11号 （略） 様式第9号～様式第11号 （略）

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則 ． ＃

この規則は、平成30年4月1日から施行する。

､

I
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年 『 1年 『 11

血
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叶



千葉市立特別支援学校管理規則（平成元年千葉市教育委員会規則第8号）新旧対照表

ﾛ

部分'て零渉､
､

／

附則

~この規則は、平成30年4月1日から施行する。

20
’

改正前 改正後 、

○千葉市立特別支援学校管理規則

平成元年4月1日

1条～第52条の2 （略）

(報告）

53条 （略）

54条 （略） ‘

(職務専念義務の免除）

1

教委規則第8号

55条職員の職務専念義務の免除は、校長が承

認する．ただし、校長の引き続き3日以上にわた

るもの及び職員の引き続き8日以上にわたるもの

は、教育委員会が承認する。

56条～第64条 （略)‐

(定例報告）

65条校長は、次の表の左棡に掲げる事項につ

いて､･それぞれ当該右棡に掲げる期日までにも教

育委員会に報告しなければならない。

卒実(修了〕哩定の状侃 4月1日(詞19条ただし客きの規定に上る卒宴の腱定に

ついては．当陣塑壺践10日以内I

入学肝可の伐況 ＆月10日1錫22条ただし高きの規定による入手の狩可
については．室宙蝿定擾10日以内）

、同延び児矼生徒の趣唾診醸の撰況‘ 実施後加日以内

aや、戸橦吟ユ■■■吊山画鉛字私り庄生＝■ 鼓面埜 日向ロ毛匿ロ

塁

異釣郵興日の生囲”孟雪

(略）

新設）

66条～第71条 （略）

丑皿令 』同毎回

1日､Pロ

○千葉市立特別支援学校管理規則

第1条～第52条の2 （略）

(服務報告）

ｊ
ｊ

略
略

く
ｌ

条
条

３
４

５
５

第
第

(削除）

第56条～第64条 （略）

(定例報告）

平成元年4月1日

教委規則第8号

第65条校長は、次の表の左棡に掲げる事項につ

いて、それぞれ当該右棡に掲げる期日までに、教

青委員会に報告しなければならない。

||匿 弓｢壷＝＝垂一
皿卒要(修了1圏定の横田

ZL入学許可の状況

吐回員及び児孟生徒の価馬吋断の状況

『国ら1

皿各紋科、科目の年間視撰政

1月1日1第19条ただし否きの阻定による卒東の肥定に

ついては、当面浬窪後10日以内］

1月1，日【銅22条ただし言きの規定による入学の許可

については､当該里定置10日以内）

夷施後20日以内

ｲ国ら》

3月31日

2 ・ (略）

(報告）

第65条の2校長は、児童牛桂数、学級数及び職

員数を教育委員会に報告しなければならない。

2校長は、職員の勤務状況を教育委員会に報告し

なければならない。

第66条～第71条 （略）



議案第11号参考資料

千葉市教育委員会電子情報処理規程の一部改正について（議案第1 1号）

教育総務部総務課

1 改正の趣旨

千葉市個人情報保護条例（以下「条例」 という。 ）の改正に伴い、千葉市教育委員会

電子情報処理規程（以下「規程」という。 ）の一部を改正するもの。 ､
し

2 改正の概要

（1）条例の一部改正による号ずれを反映させる。
P

町

P

3 参考

(*l)個人識別符号について

号個人認識符号とは、指紋や静脈などの生体情報で個人を識別することができるもの又

‘ は旅券番号や個人番号などの特定の利用者を識別することができるものをいう。

21

規程第2条

改正前

（4）実施機関千葉市個人情

報保護条例（平成17年千葉市

条例第5号。以下「条例」 とい

う。 ）第2条第5号に規定する

実施機関をいう。

改正後

（4）実施機関千葉市個人情

報保護条例（平成17年千葉市

条例第5号。以下「条例」とい

う。 ）第2条第6号に規定する

実施機関をいう。

規程第25条

改正前

部長は、外部に重要電子情報

(,条例第2条第2曼に規定する

特定個人情報を除く。第3項に

おいて同じ。 ） を提供しようと

するときは、あらかじめ、情報

総括管理者の承認を受けなけれ

ばならない。

改正後

部長は、外部に重要電子情報

(条例第2条第3曼に規定する

特定個人情報を除く。第3項に

おいて同じ。 ）を提供しようと

するときは、あらかじめ、情報

総括管理者の承認を受けなけれ

ばならない。

条例第2条

改正前

（1）個人情報

(3）

(4）

蕊蓑預

(6）

(7）

電子計算機処理

事業者

（8）公文書

篭亙漁‘

改正後

1）､個人情報

2）個人識別符号（＊1）

:7)電子計算機処理

:8）事業者 、

9）公一ウ書



新旧対照表（千葉市教育委員会電子情報処理規程の一部改正）

千葉市教育委員会電子情報処理規程（平成15年教委訓令第1号）の一部を次のよう

に改正する。

ぜ

昼

■

備考改正箇所は､下線が引かれた部分である。

附則

この訓令は､､平成30年4月1日から施行する。

壷
口

22

改正前 改正後

1

千葉市教育委員会電子情報処理規程

第1条（略）

(用語の定義）

第2条 ‘この訓令において、次の各号に掲

げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。

（1）～（3）（略）

（4）実施機関千葉市個人情報保護条例

(平成17年千葉市条例第5号。以下

｢条例」という｡）第2条第5号に規定

する実施機関をいう。 、

（5）～（16）（略）

第3条～第24条（略）

(重要電子情報の外部への提供）

第25条部長は､外部に重要電子情報(条

例第2条第2号に規定する特定個人情報

を除く。第3項において同じ｡）を提供し

ようとするときは、あらかじめ、情報総

′ 括管理者の承認を受けなければならな

い。

2．3 （略）

以下（略）

千葉市教育委員会電子情報処理規程

第1条（略）

(用語の定義）

第2条この訓|令において、次の各号に掲

げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる｡．

（1）～（3）（略）

（4）実施機関千葉市個人情報保護条例

(平成17年千葉市条例第5号。以下

｢条例」と~煩う｡）第2条第6号に規定

する実施機関をいう。

（5）～（16）（略）

第3条～第24条（略）
1

(重要電子情報の外部への提供）

第25条部長は､外部に重要電子情報(条

例第2条第3号に規定する特定個人情報

を除く。第3項において同じ｡）を提供し

ようとするときは、あらかじめ、情報総

括管理者の承認を受けなければならな

い。

2．3 （略）

以下（略）
『



教育委員会会議第3回定例会座席表

3月22日

■■

I

総務課
課長補佐

総務課
総括主幹

教育総務
部長

教育次長
学校教育

部長
生涯学習

部長

総務課長 参事 学事課長
生涯学習
振興課長

中央図書
館長

教職員課
長

教育職員
課教職員
担当課長

教育指導

課長

文化財課

長

学校施設

課長
企画課長

教育支援

課長
保健体育

課長

新港学校
給食セン

ター所長

１
--二二二=" - j

! l

養護教育
センター

所長

教育セン

ター所長
総務班
羊杳

総務班 総務班


